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紋枯病・疑似紋枯症とは？

・高温多湿条件で発生しやすく、近年、増加傾向
・ほ場で越冬する(次年度に再発する)

節の黒変特徴的な病斑地際から止葉へ進行



紋枯病・疑似紋枯症の見分け方 ＜紋枯病＞

葉鞘

葉鞘の表面に黒い菌核があると紋枯病

防除が必要



紋枯病・疑似紋枯症の見分け方 ＜疑似紋枯症＞

葉鞘

葉鞘をめくる

葉鞘の内側に菌核があると疑似紋枯症

赤色菌核病のみ防除が必要

褐色の菌核→ 褐色菌核病

オレンジの菌核→ 赤色菌核病



防除の目安

要防除水準(５％以上減収)は病斑高率35％

稲
の
草
丈病

斑
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高
さ

病斑高率 ＝

病斑の高さ÷稲の草丈× 100

例）稲の草丈100cmで
病斑が35cmの高さにある場合、
病斑高率は35％となる

収穫時に止葉まで病斑が見える

成熟期(収穫前)に病斑高率で判断

最近、目立つなぁ

普及センターやJAにご相談ください



厚真町での発生状況 Ｒ４～Ｒ５

８ほ場中４ほ場で赤色菌核病を確認
病斑高率は全て35％を超えている

Ｒ４調査 Ｒ５調査

ほ場 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

病種
疑似

(赤色)
疑似

(褐色)
疑似

(褐色)
疑似

(褐色)
疑似

(褐色)
疑似

(赤色)
疑似

(赤色)
疑似

(赤色)

病斑高率％ 66.9 40.1 52.1 40.1 45.4 41.9 58.9 39.2

発病株率％ 100 100 100 100 100 92 100 100

発生が目立つほ場を50株調査

褐色菌核病と赤色菌核病が混発しているほ場もあった



収量への影響

罹病株と健全株を30株ずつ刈り取り比較

粒が軽く(薄く)なり減収している可能性

区分 収量比 千粒重

ほ場１
健全株 100％ 23.4ｇ

罹病株 91％ 21.6ｇ

ほ場２
健全株 100％ 22.1ｇ

罹病株 72％ 21.5ｇ

表 収量比と千粒重の比較

図 粒厚分布の比較
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品質への影響

罹病株と健全株を30株ずつ刈り取り比較

図 玄米品質の比較

未熟粒が増加し、タンパク質含有率が増加する傾向
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品質への影響

写真 罹病株(ほ場A)の玄米

未熟粒の中では、白未熟粒とねじれ粒が多い

写真 ねじれ粒(農水省ＨＰより引用)

ねじれ粒･･･厚みがなくねじれているもの



倒伏への影響

下位葉が枯れ、節が折損し、倒伏につながっている



防除方法 ＜紋枯病・疑似紋枯症の両方に有効＞

(１) 出穂10日前にリンバー粒剤を水面施用

(２) 育苗箱処理剤または移植前灌注処理剤を使用

防除前(R4) 防除後(R5)

病種 疑似紋枯症(赤色菌核病)

病斑高率 66.9 4.3

発病株率 100 16

リンバー粒剤を４kg/10a

(フラメトピル1.5％)
ドローンで散布した結果です。
病斑高率が35％を下回りました。

薬剤 処理方法
防除前 防除後

病斑高率
(発病株率)

疑似紋枯症(赤色菌核病)

ブーンレパード 箱処理 → 58.9
(100)

1.0(8)

ミネクトフォルスターSC 灌注処理 → 4.0(16)

※それぞれいもち病、イネドロオイムシ、ウンカ等にも効果があります

(３) 耕種的防除で予防

→ 多肥による茎葉の軟弱化、過度な密植を避ける

※記載の農薬はR8.2月時点の登録情報のものです。農薬の使用はラベルの記載に従って使用しましょう



防除後の変化

R5 9/6 防除前 R6 9/3 防除後

茎葉が健全となり、倒伏が減った！



一度防除すればしばらく防除不要の可能性
秋に発生量を確認するのが大事(発生対応型防除推奨)

お得に防除するために

図 防除前後の疑似紋枯症(赤色菌核病)の病斑高率の推移


